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サッカー日本代表が決勝でオース
トラリア代表に劇的な勝利を収め通
算で 4 度目のアジアカップを手にし
ました。今大会が行われたカタール
のドーハといえば，1993 年のワー
ルドカップアジア最終予選で試合終
了間際のロスタイムに同点ゴールを
決められ，本大会への出場を逃した

「ドーハの悲劇」として日本代表に
とっては因縁の地でもあります。大
会もひと頃言われた決定力不足など
嘘のように試合ごとにヒーローが誕
生し，選手もインタビューなどで
口々にチームが成長していることや
チームが一丸となっていることを示
すように控えの選手もピッチに入っ
て結果を出していました。見ている
方も試合終了の笛が鳴るまで何が起
こるか分からない接戦が多かったた
め，試合を重ねるごとにまるでワー
ルド・カップの時のように盛り上が
り，深夜の時間帯にもかかわらず予
選リーグでは平均視聴率が 10％台
であったのが準決勝の韓国戦では
35％，決勝のオーストラリア戦では
33％にもなったそうです（数字は関
東地区）。ドーハで結果を残したこ
とでもはや因縁の地ではなくなりま
した。ザッケローニ監督の大会後の
インタビューで「このチームの最大
の目標はワールド・カップ予選の突

破で結果と成長を求めながら向かっ
ていきたい」という言葉は，景気が
低迷し先行きも不透明といわれる今
の時代，明るいニュースを期待して
今後の采配に注目です。

さて，今月号の特集テーマは「解
体とリサイクル，廃棄物処理」とい
うことで，構造物の解体や現場発生
土等のリサイクル，解体・リサイク
ル用建設機械，廃棄物処理場の動向
などについて紹介しました。巻頭言
は九州大学の島岡教授にお願いしま
した。循環型社会の形成が確実に進
捗し廃棄物最終処分量が平成 12 年
度から 19 年度にかけて半減してい
るという結果は，反面，廃棄物最終
処分の課題を生み，新たな視点や発
想の転換という今後の循環型社会の
更なる成長に向けての助言を頂きま
した。

また，執筆原稿の締め切りや校正
の確認が年末年始とお忙しい時期に
もかかわらず，快く依頼を受け，ご
執筆を頂いた皆様に誌面を借りまし
て厚く御礼申し上げます。

当協会の専務理事，副会長及び本
誌の機関誌編集委員長を務めてこら
れました岡﨑治義様におかれまして
は，この 2 月 3 日にご逝去されまし
た。ここに永年のご指導に感謝申し
上げると共に，心よりご冥福をお祈
り申し上げます。合掌。

� （石倉・松澤）

3 月号「空港と港湾特集」予告
・国際コンテナ戦略港湾政策の取り組み
・空港舗装巡回等点検システムの開発
・東京国際空港線国際旅客ターミナルビル建設工事における大規模屋根スライド工法
・東京モノレール羽田空港国際線ビル駅新設に伴う線路切替工事
・羽田空港国際ターミナル駅建設工事土木工事 （京急羽田新駅）
・防衛省空港舗装における施工の合理化
・ジオテキスタイルチューブによる埋立地中仕切仮築堤の築造
・油圧ハンマ騒音低減装置　─地域の生活環境を守る工事騒音低減工法の開発─
・遠隔操縦対応型水中バックホウの施工事例と有効性
・�油圧ショベル型港湾荷役専用機械における作業効率向上…

―マテリアルハンドリング機 TL1100-3 の紹介―
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